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論　　文　　⑳　　要　　旨
　二っの原子核の衝突によってまずその二っの複合した系が生成され、次いでこれがいくっかの原
子核に崩壊してゆく。本論文はまず崩壊遇程について詳細にしらべ。崩壊遇程の途申にあらわれる
原子核の状態を明らかにし，この性質を利用してさかのぼって複合系にメスを入れ得ることを示し
たものである。そして重イオン入射を用いたことは，従釆多く行われてきた軽イ才ン入射では殆ん
ど解明が困難であった角運動量の大きい状態の関与、容易に把握できることの予見に基ずいている。
　方法は次のようである。すなわち筑波大学加速器センターのペレトロン。タンデム加速装置から
得られる6価の酸素イ才ンを、薄い炭素膜に照射し、反応の後。放出される2個の炭素イオンを，
2個の独立の検出器および粒子識別回路系を用いて検出し、これらの間の同時計数を測定した。検
出器にはシリコン半導体検出器によるカウンターテレスコープを用い。その信号を粒子識別回路に
加えることによって炭素イ才ン以外の反応生成核を除去した。このように2個の検出器系を用いる
とき、従来非常に多く行われてきたユ個の検出器系が未知のパラメーターを残すのにくらべて、運
動学上のパラメーターをすべて知ることができるので完全実験とよばれている。
　著者の得た第一の成果は。複合系砺Siからの直接の三体ユ2C＋12C＋αへの崩壊は10％以下であ
り、大部分は途申で工60諌を経由する
　　　　12C＋160→12C＋160＊
し・。。、
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で示される継続崩壊であるということである。そしてこの続崩壌に関与した途中の原子核160＊は、
「励起エネルギー10．34MeV、角運動量4，バリティー正」，「励起エネルギーユ4．82MeV、角運動量
6。バリティー正」の状態が際立っており、「励起エネルギー16122MeV、角運動量6。バリティー
正」の状態も含まれている。上記の際立った2つの状態はアルファクラスター模型で良く説明でき
る状態，すなわち12Cとα粒子が2原子分子のような結合をしていると考えられる状態であること
が要点の一つである。このほか継続崩壊に関して、等しい角運動量6と同じ正バリティーをもつ
14．82MeVとユ6．22MeVが顕著に異なった崩壊をすることが明らかになっており。原子核の励起状
態の配位の識別に有効な根拠を与えることができた。
　第二の成果は複合系28Siそのものにっいて。既述の継続崩壊の成果を下敷にして、すなわち際
立った2つの王60＊に着目しながら12C＋160反応の励起関数を測定し、28Siの励起エネルギー
にして46MeVに幅ユMeVの共鳴を見出したことである。これはポテンシャル散乱で予期される場
合よりもはるかに狭い幅をもったもので、しかも統計的変動によるものではないことを解析によっ
て示した。さらにこの共鳴点で角度相関パターンを測定することによって角運動量17またはユ8をも
つ状態であることを示した。
　複合系28Siについてはフランスの研究者達も鎖状の3原子分子的構造を見出したとしているが，
著者の今回の研究はこの見解が尚早であることを示し。この方向への正しいアプローチを開拓した
ものである。
審　　査　　の　　要　　旨
　大きい角運動量をもった途申の原子核の励起状態の性質について明確な識別を与えたことは。軽
イ才ンによる核反応の研究には得られなかったことで。この点にはじめから着目して重イオン反応
を用いたことは著者の卓見である。と同時に。前述の論文要旨には触れなかったが本論文に示され
ているように，実験結果が見事であるのは、加速ビームの取扱いや検出器系の幾何学的条件の設定
や調節などに。反応の確率が少さいことを承知の上で厳しさを課して妥協することがなかった結果
であって、著者のセンスの良さと技術の高さを証明している。
　この論文は昨年秋の原子核構造国際会議において800余の寄稿の申から口頭発表に選ばれ、講演
后の討論においてフランスの研究者をして彼等の結果の再検討をうながした実績から見ても，国際
的評価を受けたものといえる。
　よって。著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認められる。
一35一
